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加
治
木
町
長
　
川
　
野
　
威
　
朗

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
例
年
に
な
く
台
風
の
接
近
、
上
陸
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
人
的
被
書
か
な
か
っ
た
こ

と
は
不
幸
中
の
幸
い
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
景
気
は
ー
部
に
回
復
の
兆
し
が
み
ら
れ
た
も
の
の
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で
維
移
し
た
ー
年
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
皆
様
の
温
か
い
御
理
解
と
御
支
援
に
支
え
ら
れ
、
私
な
り
に
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
縫
合
振
興
計
画
に
基
づ
い
た

施
策
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
健
全
財
政
の
確
保
が
な
に
よ
り
重
要
で
す
。
今
後
、
三
位
－
体
改
革
の
も
と
税

源
委
譲
が
進
み
、
地
方
の
自
主
権
の
確
・
互
、
強
化
が
推
進
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
徹
底
し
た
寺
務
事
業
の
見
直
し
等
、
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

合
併
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
協
議
会
の
休
止
に
よ
り
町
民
の
皆
様
に
は
御
心
配
を
お
か

け
し
て
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
、
新
た
な
局
面
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、

加
治
木
町
の
進
む
べ
き
遇
を
冷
静
に
見
極
め
、
知
恵
を
衣
し
合
い
「
心
葦
か
な
活
力
に
満
ち
た
き
ち

づ
く
り
」
を
め
ざ
し
、
初
心
に
帰
り
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
町
政
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
ま
し
て
、
皆
様
の
御
多
幸
を
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
も
ー
層
の

お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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加
治
木
町
議
会
議
長
　
兼
　
田
　
勝
　
久

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
の
本
町
行
政
は
、
多
く
の
謀
題
を
抱
え
な
が
ら
も
合
併
問
題
で
明
け
暮
れ
た
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
七
月
噴
き
で
は
順
調
に
推
移
し
て
い
た
姶
良
両
部
合
併
協
議
会
も
、
唐
突
と

も
い
え
る
姶
良
町
議
会
の
離
脱
表
明
で
休
止
状
態
と
な
り
、
誠
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
理
由
は
、
「
土
地
開
発
公
社
加
治
本
町
支
社
の
須
崎
用
地
分
に
多
額
の
借
入
金
が
あ
り
、
又
、

用
地
活
用
の
方
法
が
明
確
で
な
い
」
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
土
地
開
発
公
社
の
事
業
は
各
町
と

も
多
く
の
借
入
金
で
運
営
し
て
お
り
、
こ
の
用
地
は
公
共
用
地
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
種
々
な
活

用
が
有
能
な
何
ら
問
題
の
な
い
土
地
で
あ
り
ま
す
。
市
町
村
合
併
と
い
う
将
来
を
見
据
え
た
大
き
な

謀
題
の
中
で
、
決
し
て
合
併
の
弊
宅
と
な
る
問
題
で
は
な
く
、
早
急
に
合
併
協
議
会
で
十
分
な
話
合

い
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

い
さ
、
国
、
地
方
を
問
わ
ず
少
子
高
齢
化
社
会
の
中
で
財
源
確
保
が
厳
し
く
、
地
方
交
付
税
の
削

減
な
ど
財
政
事
情
は
大
変
に
逼
迫
し
て
お
り
ま
す
。
－
方
、
庶
住
環
境
の
改
善
や
教
育
・
福
祉
な
ど
、

住
民
ニ
ー
ズ
は
多
岐
に
わ
た
り
、
高
度
化
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
謀
題
解
決
に
向
け
て
も
、

合
併
は
「
時
の
流
れ
」
で
あ
り
、
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
加
治
木
町
の
明

る
い
未
来
の
た
め
に
、
合
併
の
実
現
に
向
け
町
長
と
も
ど
も
最
大
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

し
か
し
、
「
合
併
に
至
ら
な
い
時
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
」
と
、
住
民
の
多
く
が
不
安
を
抱
え
て

い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
は
思
い
切
っ
た
行
政
の
ス
リ
ム
化
、
合
理
化
で
義
務
的
経
黄
を
削

減
し
、
住
民
に
対
す
る
行
政
水
準
の
維
持
、
投
資
的
経
黄
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
議
員
定
数
の
大
幅
な
削
減
は
申
し
上
げ
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ま
の
御
理
解
と
御
協
力

の
種
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町
民
の
肯
き
き
の
こ
の
ー
年
の
御
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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龍
門
司
燐
陶
器
ま
つ
り

陶
器
フ
ア
ン
で
賑
わ
う

第
二
十
三
回
龍
門
司
焼
陶
器
ま
つ
り
が
十

二
月
十
日
か
ら
十
二
日
ま
で
の
三
日
間
、
龍

門
司
焼
窯
元
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
作
の

自
蛇
蝿
を
は
じ
め
、
約
八
千
点
の
陶
器
が

並
べ
ら
れ
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
陶
器
フ
ァ

ン
が
買
物
に
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

龍
門
司
焼
は
、
一
五
九
八
年
朝
鮮
半
島
よ

り
渡
っ
て
来
た
朝
鮮
人
陶
工
に
よ
っ
て
始
め

ら
れ
た
古
帖
佐
燐
の
流
れ
を
く
む
窯
。
花
瓶
、

皿
、
茶
器
等
の
作
品
に
、
渋
い
飴
紬
、
黒
紬
、

鮮
や
か
な
色
調
の
三
彩
、
珍
し
い
鮫
肌
や
蛇

蝿
粕
、
黒
紬
に
青
流
し
、
玉
流
し
等
の
多
種

多
様
な
天
然
紬
が
施
さ
れ
、
素
朴
な
が
ら
優

美
な
品
格
を
持
ち
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

事
件轡
り
の
し
め
雑
で
正
月
を

子
ど
も
会
創
作
活
動

「
橘
鳩
十
」
生
誕
百
年
諦
念

冬
の
記
念
館
ま
つ
り

読
書
態
進
大
会

児
童
文
学
者
・
椋
鳩
十
（
本
名
‥
久
保
田

彦
穂
）
　
の
生
誕
百
年
を
記
念
し
、
「
冬
の
記

念
館
ま
つ
り
・
読
書
推
進
大
会
」
が
十
二
月

四
日
、
加
音
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

椋
鳩
十
は
、
四
十
二
歳
で
鹿
児
島
県
立
図

書
館
長
と
な
り
、
「
母
と
子
の
二
十
分
間
読

書
運
動
」
を
提
唱
し
全
国
に
読
書
運
動
を
広

め
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
加
音
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
伴
奏
に

よ
る
朗
読
や
加
治
木
小
親
子
読
書
会
に
よ
る

手
遊
び
歌
や
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
、
ま
た
、

柁
城
小
学
校
五
年
生
に
よ
る
朗
読
劇
「
大
道

じ
い
さ
ん
と
ガ
ン
」
が
発
表
さ
れ
、
参
加
者

た
ち
は
改
め
て
椋
文
学
の
素
晴
ら
し
さ
を
感

じ
て
い
た
様
子
で
し
た
。

町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
は
十
二
月

五
日
、
加
治
木
小
学
校
体
育
館
で
し
め
縄
作

り
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
創
造
性
を
培
い
、

世
代
間
の
触
れ
合
い
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

毎
年
開
催
し
て
い
る
行
事
。
最
初
は
純
が
編

め
ず
悪
戦
苦
闘
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
、

指
導
者
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
る
と
少
し
ず
つ

上
達
。
二
時
間
ほ
ど
で
立
派
な
し
め
縄
が
で

き
あ
が
り
ま
し
た
。

加
治
木
小
六
年
の
小
泉
玲
奈
さ
ん
と
鳥
越

梨
奈
さ
ん
は
、
「
し
め
縄
作
り
は
初
め
て
。

難
し
か
っ
た
け
ど
少
し
ず
つ
コ
ツ
が
つ
か
め

ま
し
た
。
」
と
、
自
分
で
作
り
上
げ
た
し
め

縄
を
手
に
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

t
I
和

l
I
鵬

隈
原
人
参
初
出
荷

轡
篇
基
準
も
楽
々
ク
リ
ア

隈
原
に
ん
じ
ん
集
荷
場
か
ら
隈
原
人
参
お

よ
そ
四
八
〇
キ
ロ
が
十
二
月
十
日
、
蒲
生
町

に
向
け
て
初
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。
相
次
ぐ
台

風
の
影
響
で
例
年
よ
り
も
約
半
月
遅
れ
の
出

荷
と
な
り
ま
し
た
。

農
家
の
方
々
は
、
安
全
・
安
心
な
人
参
の

生
産
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
農
薬
の
適
正
使

用
に
関
す
る
点
検
調
査
で
は
、
使
用
基
準
を

大
き
く
下
回
る
検
査
結
果
が
示
さ
れ
、
さ
ら

に
生
産
意
欲
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
隈
原
人
参
は
色
が
鮮
や
か
で
良
質
」
と

市
場
で
も
評
価
も
さ
れ
て
お
り
、
農
産
加
工

有
限
会
社
の
キ
ャ
ロ
ッ
ト
製
品
は
人
気
商
品

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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敢
・
露
文
さ
ん
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

昨
年
七
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
西
清
文
さ
ん

（
垂
ノ
ロ
）
　
の
息
子
、
龍
樹
さ
ん
が
十
一
月

二
十
四
日
、
町
長
室
を
訪
れ
、
故
人
が
生
前

に
趣
味
で
収
集
さ
れ
て
い
た
薩
摩
焼
や
ガ
ラ

ス
工
芸
品
な
ど
、
四
百
五
十
九
点
を
町
へ
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

竹
井
教
育
長
は
、
「
と
て
も
貴
重
な
も
の

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
西

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
名
付
け
て
整
理
し
、
早
く

住
民
の
み
な
さ
ん
へ
公
開
し
て
い
き
た

い
。
」
と
御
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

龍
樹
さ
ん
は
「
一
部
の
人
が
楽
し
む
の
で

は
な
く
、
是
非
多
く
の
方
に
見
て
い
た
だ
き

た
い
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

援
金
を
被
災
地
へ

柳
沼
木
e
カ
ー
ド
会

社
会
教
育
掘
興
会
表
彰

聯
陸
田

繕
治
木
調
太
鼓
踊
り
保
存
会

加
治
木
e
カ
ー
ド
会
（
福
元
武
美
会
長
）

は
、
新
潟
県
中
越
地
震
の
被
災
地
へ
義
援
金

を
送
ろ
う
と
、
昨
年
十
一
月
に
町
内
の
加
盟

五
十
五
店
舗
の
店
頭
に
募
金
箱
を
設
置
。
買

物
に
訪
れ
た
人
た
ち
に
募
金
協
力
を
呼
び
か

け
、
こ
の
た
び
集
ま
っ
た
義
援
金
二
十
三
万

四
十
九
円
を
、
日
本
赤
十
字
社
加
治
木
町
分

区
長
で
あ
る
川
野
町
長
へ
届
け
ま
し
た
。

福
元
会
長
は
「
多
く
の
方
が
快
く
御
協
力

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
で
た
く
さ
ん
の

義
援
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
御
協
力
に
感
謝

し
ま
す
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
届

け
ら
れ
た
義
援
金
は
、
早
速
被
災
地
へ
送
ら

れ
ま
し
た
。

霹
窮
の
蒜
菩
薩
讐
麗

間
史
談
会
　
川
茸
謙
孝

加
治
木
町
太
鼓
踊
り
保
存
会
は
、
十
一
月

十
九
日
に
蒲
生
町
で
行
わ
れ
た
姶
良
地
区
生

涯
学
習
推
進
大
会
に
お
い
て
、
平
成
十
六
年

度
姶
良
地
区
社
会
教
育
振
興
会
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
永
年
に
渡
る
加
治
木
町
太
鼓
踊

り
の
保
存
、
伝
承
公
開
活
動
と
中
学
校
の
総

合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
け
る
指
導
等
の
功

績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

受
賞
式
に
は
、
小
山
田
地
区
の
田
中
健
二

さ
ん
が
出
席
さ
れ
、
「
今
後
も
加
治
木
町
の

伝
統
芸
能
で
あ
る
太
鼓
踊
り
の
保
存
・
伝
承

に
努
め
て
い
き
た
い
。
」
と
話
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

秋
日
和
の
好
日
と
な
っ
た
十
一
月
十
七
日
、

町
史
談
会
恒
例
の
県
外
研
修
が
、
四
十
一
名

参
加
の
下
で
実
施
さ
れ
た
。

西
都
原
考
古
博
物
館
で
は
、
積
年
の
研
究

成
果
が
実
物
、
模
型
、
写
真
の
展
示
、
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
入
り
の
映
像
で
紹
介
さ
れ
て
い

た
。
見
学
料
は
無
料
。
宮
崎
県
の
文
化
財
行

政
、
観
光
へ
の
積
極
的
な
姿
勢
に
大
変
感
心

した。佐
土
原
町
の
大
光
禅
寺
で
は
、
室
町
初
期
、

伊
東
市
の
時
代
の
文
殊
菩
薩
像
（
国
指
定
重

要
文
化
財
）
を
拝
観
。
鹿
児
島
で
は
、
明
治

初
年
、
廃
仏
毀
釈
に
よ
り
幾
多
の
仏
像
を
破

壊
し
た
こ
と
を
誠
に
残
念
と
感
じ
た
。
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みんな集まれ！一緒に遊ぼう1，2，3

「わくわく加治木っ子まつり」を開催・！

青少年育成町民会議では、青少年育成活動のあり方を考える大会を開催します。町内で活動

している団体に協力をいただき、体験活動コーナーを設け、「こどもまつり」としてみんなで
一緒に遊びたいと思います。子どもたちはもちろん、親子で一日楽しく過ごしてみませんか？

多くの方々の御参加をお待ちしております。

●日時

6

1月23日（日）
午前10時～午後3時30分

●場所　加音ホール、町営運動場

●主催　加治木町、青少年育成町民会議

●対象　町内の子ども、青少年育成関係者、

PTA関係者、町民一般

◆問い合わせ先　社会教育課

TEL62－2111（内線320）

平成17・18年度建設工事等 

入札参抑資格審査中講書受付 

建設工事、建設コンサルタント等、物 

品製造等・役務の提供・その他の入札参 

加資格審査申請書を受け付けています。 

◆受付期限　2月28日（月）（郵送可） 

◆有効期間　平成17年4月1日から平成 

19年3月31日までの二年間。 

◆提出書類　申請書は県様式で、申請書 

ほか必要書類を建設工事は 

青色、建設コンサルタント 

等は赤色、物品製造等・役 

務の提供・その他は黄色の 

A4判ファイルに綴じて1 

部提出すること。 

◆提出先　役場工事監査課 

◎詳細についてはホームページE＿mail＿ 

kajiki＠DO．SVnaDSe．ne．jDを御覧ください。 なお、物品製造等・役務の提供・その他 

の申請書は工事監査課にあります。 

問い合わせ先　役場工事監査課 

TEL62－2111内線200 

●10：00－12：00　シンポジウム等

●13：00－15：30　こどもまつり

陶芸（粘土遊び）、お菓子作り（手

作りお菓子）、親子読書（折り紙，絵

本づくり）、昔の遊び、ちぎり絵、囲

碁、将棋、環境学習（マイバック製作

等）、福祉体験、国際交流（フェイス

ペインティング等）、3B体操、天吹、

自顕流等

町育英奨学資金奨学生を募集

町内に居住する者の子弟のうち、高等

学校、高等専門学校、専修学校、大学に

進学または在学する優秀な学生・生徒で、

経済的理由により修学が困難な方に対し

て加治木町育英奨学資金を貸与します。

◆条件

（l）学業成績良好な者

（2）在学校長又は出身校長が推薦する者

（3）学資金の支弁が困難な者

色）所得の制限があります。

（5）保証人が得られること。

◆貸与月額

・高校生1万2千円以内

・大学、高専、専修学校学生3万円以内

◆申請書等の配布及び受付

加治木町教育委員会総務課

◆受付期間

平成17年2月21日（月）から

3月25日（金）まで

問い合わせ先　教育委員会総務課

TEL62－2111内線332

鍬光耀

園困図幅
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′
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「お知らせ」が電話で開けます。言二（

7

資料請求・お問い合わせ先 

放送大学鹿児島学習センター 

放送大学ホームページ 

lhttp：／／www．u－air．ac．jp／hp 

℡099－239－3811 

自害が車中ンバス「放送大学」
放送大学はテレビ・ラジオを利用して授業を行う正規の大学です。

★視聴方法・スカイパーフェクTV（テレビ205ch・ラジオ500ch）

平成17年度第1学期学部生・末筆騙纏＝輌討国璽撃生募集

【募集締切】2月28日（月）

【教養学部】学生の種類　●全科履修生（4年以上在学し、学士の学位の取得を目指す学生）

●選科履修生（1年間在学し、希望する科目を履修する学生）

●科目履修生（6か月在学し、希望する科目を履修する学生）

（特長）○入学試験はありません。

015歳以上であれば誰でも入学でき、約300科目の中から好きな科目を学べます。

【大学院】学生の種類　●修士科日生（6か月在学し、希望する科目を履修する学生）

●修士選科生（1年間在学し、希望する科目を履修する学生）

（特長）018歳以上であれば誰でも入学でき、約60科目の中から好きな科目を学べます。

毎
週
木
曜
日
の
午
前
九
時
か
ら
正

午
ま
で
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
心
配
ご

と
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

相
談
員
は
、
二
見
寛
昭
さ
ん
、
内

村
正
弘
さ
ん
、
森
木
洋
子
さ
ん
、
松

葉
瀬
義
美
さ
ん
、
藤
原
立
子
さ
ん
の

五
人
で
、
任
期
は
平
成
十
七
年
十
一

月
三
十
日
ま
で
の
一
年
間
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

健
康
福
祉
課
福
祉
サ
ー
ビ
ス
係

皿
　
（
6
2
）
　
2
1
1
1
内
線
5
0
5

齢
年
金
だ
け
で
は
な
く
、
障
害
年
金

や
遺
族
年
金
が
あ
り
、
あ
な
た
の
一

生
を
通
じ
て
生
活
の
大
き
な
支
え
と

な
っ
て
い
ま
す
。
自
営
業
者
や
学
生

な
ど
、
第
一
号
被
保
険
者
に
該
当
さ

れ
る
方
は
、
二
十
歳
に
な
り
ま
し
た

ら
国
民
年
金
の
加
入
手
続
を
し
ま

し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課
国
民
年
金
係

冊
（
堅
　
2
1
1
1
内
線
1
2
4

あ
る
方
は
警
察
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
裁
判
所
か
ら
「
呼
出
状
」
な
ど
の

文
書
が
届
い
た
場
合
は
、
そ
の
連
絡

先
が
真
実
の
も
の
で
あ
る
か
を
電
話

帳
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
確

認
し
、
真
実
裁
判
所
か
ら
の
も
の
で

あ
っ
た
場
合
は
、
直
ち
に
弁
護
士
や

同
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る
な
ど
の
対

応
を
と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

・
加
治
木
警
察
署

Ⅲ
（
堅
　
0
1
1
0

・
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

冊
0
9
9
（
2
2
4
）
　
0
9
9
9

国
民
年
金
は
、
国
が
責
任
を
持
っ

て
運
営
す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
二
十

歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
人
が
加
入
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
国
民
年
金

の
加
入
者
は
次
の
三
種
類
で
す
。

①
自
営
業
者
や
学
生
な
ど
は
、
第
一

号
被
保
険
者

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
は
、
厚

生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
す
る
と

同
時
に
第
二
号
被
保
険
者

③
第
二
号
被
保
険
者
に
扶
蕃
さ
れ
て

い
る
配
偶
者
（
妻
・
夫
）
　
は
、
第
三

号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
老
後
の
保
障
の
老

オ
レ
オ
レ
詐
欺
や
架
空
請
求
詐
欺

の
被
害
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
最
近

新
た
な
手
口
に
よ
る
詐
欺
事
件
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

◎
年
金
過
払
い
名
目
詐
欺

「
日
本
国
民
年
金
協
会
」
等
と

い
っ
た
公
的
機
関
を
装
っ
た
差
出
人

名
で
、
「
国
民
年
金
保
険
料
払
い
戻

し
請
求
通
達
書
」
等
と
記
載
さ
れ
た

葉
書
が
郵
送
さ
れ
て
き
ま
す
。
内
容

は
「
現
在
支
給
中
の
年
金
に
過
払
い

が
あ
っ
た
の
で
連
絡
を
取
り
た
い
。

連
絡
無
さ
場
合
は
年
金
支
給
を
停
止

し
ま
す
。
」
と
い
う
も
の
で
、
驚
い

た
年
金
受
給
者
が
電
話
を
入
れ
、
相

手
の
言
う
が
ま
ま
に
指
定
口
座
に
現

金
を
振
り
込
ん
で
し
ま
う
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
不
審
な
は
が
き
に
応

じ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
安
の

田
口
割
田
圏

役
場
職
員
の
人
事
異
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
新
職
名
・
氏
名
・
旧
職
名

の
順
で
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

【
一
月
一
日
付
】
　
▼
建
設
課
参
事
・

稲
留
義
貢
（
総
務
課
参
事
）
　
▼
総
務

課
参
事
・
神
田
哲
夫
（
姶
良
地
区
滞

納
整
理
組
合
事
務
局
長
▼
工
事
監
査

課
参
事
・
小
城
輝
夫
（
工
事
監
査
課

課
長
）
　
▼
工
事
監
査
課
課
長
・
吉
江

弘
美
（
工
事
監
査
課
課
長
補
佐
兼
契

約
係
長
兼
用
度
係
長
）
　
▼
総
務
課
主

幹
・
竹
下
宏
（
企
画
課
主
幹
）
　
▼
総

務
課
主
任
主
査
・
中
原
敏
晴
（
企
画

課
主
任
主
査
）
　
▼
総
務
課
主
査
・
猪

俣
士
郎
（
企
画
課
主
査
）
　
▼
総
務
課

主
査
・
中
村
良
史
（
企
画
課
主
査
）
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新しい民生委員・児童委員が決まりました
民生委員・児童委員の一斉改選に伴い、次の39名が新しい委員に決まりました。民生委員・児童委員は、

市町村に設置された民生委員推薦会が都道府県知事に推薦し、厚生労働大臣がこれを委嘱します。地域住

民の相談、指導に応じるほか、各種関係機関団体との連絡調整、情報交換などを通じて地域社会の福祉、

住民福祉の増進のため積極的な活動に取り組んでいます。

平成16年12月1日現在

任期　H16．12．1－H19．11．30

校区 �氏　名 �住　　所 �電話番号 �担　当　自　治　会 

柁 城 �猪目由美子 �新富町79－1 �62－5580 �端山、下新道、新町 

永井チリ子 �反土4－15－389 �63－1742 �上浜、中浜、下浜、毘沙門 

内村　正弘 �諏訪町117 �63－3128 �東諏訪、西諏訪、小陣 

二見　寛昭 �仮屋町329 �62－0143 �札立、於里、新富団地 

竹内　孝褐 �反土2312－11 �62－0644 �萩原、西反土後 

石原　園春 �反土1519－3 �63－1338 �蔵王団地（1）・（2）・（3）、ロノ町、内原田、城 

藤原　立子 �本町224－2 �63－3129 �垂之口、蒲生田1・2、西町、江湖 

岡元　　宏 �反土820 �62－4748 �吉原、東青原 

大成　幹哉 �日木山168－2 �62－0730 �里ノ上・下、日木山黒川、日木山団地 

鰭原　正盛 �反土2703－1 �63－3338 �田中、川原、西反土前 

前田　章子 �仮屋町289 �62－3848 �柳田、竹下 

池ノ上ミチ子 �朝日町12－1 �63－3418 �天神、今町、反土黒川 

永吉　清美 �日木山1281－2 �62－1554 �弓削、楠原、中野、長谷 

錦 江 �川寄　亮子 �錦江町267 �62－2554 �向江町、中塩入、南塩入 乗畑チカエ �木田5348－345 �63－8103 �岩原西3区、岩原南 

池田　福子 �木田903－2 �63－1837 �岩原西1区・2区 

木場　良子 �木田870 �63－0186 �岩原東、江口団地、西江口団地 

岡山　明弘 �木田694 �62－2836 �西塩入上・中・下、西塩入団地 

坂元　斉子 �錦江町84－2 �62－0458 �束塩入、郁文飾住宅 

秋宗　郁子 �木田948－1 �62－0168 �明神、豊町 

中村　佳弘 �木田1428－2 �62－2457 �須崎 

加 治 木 �竹内　睦夫 �木田3997－1 �63－0076 �中福良後・束、楠園 津崎　典子 �反土1859－6 �62－6785 �高井田、棚日 

森木　洋子 �木田4599－3 �63－4196 �空港団地、春日団地、せんとり 

久成　俊明 �木田4040－10 �63－3830 �上木田 

穂満　正子 �木田2706－2 �63－8080 �新中、西ノ原 

原口　道子 �新生町159 �63－4666 �赤坂、小鳥、新生 

溝口　勝久 �新生町298 �63－0213 �中央、原ノ門 

斉藤チヨ子 �木田2240－41 �62－0790 �弥勒 

永 原 �上村　富男 �西別府5219 �62－1316 �菖蒲谷、曲田、柔道、桃木野 遠矢カツエ �西別府2568 �62－1234 �永原、隈原上・下、丸岡、提水流 

田中　茂樹 �西別府6810 �62－0007 �上嶽、下嶽、西ヒナバ、束ヒナバ、瀬戸口 

向江マサ子 �辺川1551 �62－0836 �市野々、市野、鶴原、辺川中・下 

竜 門 �畠中　京子 �小山田318 �62－0401 �布越、井手向、迫上・下、徳永 田中　健二 �小山田4409－2 �62－1783 �石野、西浦西、下束木、上乗木、赤谷、永山、鞍掛、地久里 

加治屋正子 �小山田1455－46 �63－3812 �小田倉、高崎、岩穴口、御狩山、毛上、麓、茶碗屋、伊部野、加治木龍門 

松葉瀬義美 �小山田1988 �62－1473 �宮田ケ平、新開、川内、市来原、上川内 

全 域 �岩垂　俊一 �本町208 �62－2014 �町内全域 

愛下ひとみ �木田1129－1 �62－2281 �町内全域 



「お知らせ」が電話で開けます。

個人情報の記録項目を公表します 
住民基本台帳ネットワーク三ノステム 

平成16年6月から戸籍システムが稼動し戸籍謄本等の写しがコンピュータで発行されるようになりまし 

た。このシステムは、住民のプライバシー保護の観点から、他のシステムとは完全に切り離され独立した 

システムとなっています。 

①
住
民
基
本
台
帳
に
関
す
る
も
の

市
町
コ
ー
ド
、
個
人
コ
ー
ド
、
異

動
年
月
日
、
届
出
年
月
日
、
異
動
事

由
、
世
帯
番
号
住
所
、
方
書
、
小
学

校
区
、
中
学
校
区
、
納
税
組
合
、
年

金
納
付
組
織
、
世
帯
主
氏
名
、
住
民

区
分
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、

続
柄
、
住
民
と
な
っ
た
年
月
日
、
住

民
と
な
っ
た
届
出
年
月
日
、
本
籍
地
、

消
除
年
月
日
、
前
住
所
、
転
出
先
住

所
、
戸
籍
筆
頭
者
氏
名
、
電
話
番
号
、

住
民
票
コ
ー
ド

②
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
も
の

資
格
区
分
、
受
診
記
号
番
号
、
取

得
年
月
日
、
取
得
事
由
、
喪
失
年
月

日
、
喪
失
事
由
、
届
出
年
月
日
、
変

更
年
月
日
、
変
更
事
由
、
国
保
世
帯

番
号
、
異
動
年
月
日
、
退
職
者
区
分
、

該
当
事
由
、
該
当
年
月
日
、
非
該
当

年
月
日
、
届
出
年
月
日
、
治
療
年
月
、

支
払
年
月
、
保
険
区
分
、
疾
病
区
分
、

病
院
区
分
、
課
税
区
分
、
一
般
・
退

職
区
分
、
入
院
・
外
来
区
分
、
本

人
・
扶
養
区
分
、
費
用
額
、
自
己
負

担
額
、
自
己
支
払
額
、
基
準
額
、
支

給
額
、
貸
付
額
、
多
数
回
数
、
所
得

額
（
世
帯
分
）

③
国
民
年
金
に
関
す
る
も
の

年
金
手
帳
記
号
番
号
、
年
金
種
別
、

取
得
年
月
日
、
取
得
事
由
、
喪
失
年

月
日
、
喪
失
事
由
、
変
更
年
月
日
、

変
更
事
由
、
免
除
区
分
、
免
除
開
始

年
月
、
免
除
廃
止
年
月
、
前
納
最
終

月
日
、
不
在
区
分
、
3
号
者
手
帳
記

号
番
号
、
納
付
金
額
、
納
付
年
月
日
、

証
書
記
号
番
号
、
証
書
交
付
年
月
日
、

支
払
郵
便
局
、
失
権
年
月
日
、
失
権

事
由
、
配
偶
者
コ
ー
ド
、
扶
養
義
務

者
コ
ー
ド

④
児
童
手
当
に
関
す
る
も
の

児
童
区
分
、
種
別
、
支
給
開
始
年

月
日
、
金
融
機
関
コ
ー
ド
、
口
座
種

別
、
口
座
番
号
、
口
座
名
義
人
、
支

給
消
滅
年
月
、
消
滅
事
由
、
認
定
年

月
日
、
認
定
番
号
、
加
入
年
金
種
別
、

加
入
年
金
番
号
、
同
居
別
居
区
分
、

監
護
生
計
区
分
、
在
学
区
分

⑤
福
祉
関
係
に
関
す
る
も
の

等
級
、
障
害
区
分
、
重
度
心
身
医

療
区
分
、
医
療
区
分
、
医
療
証
番
号
、

扶
助
区
分
、
認
定
番
号
、
扶
助
開
始

年
月
、
扶
助
廃
止
年
月
、
児
童
扶
養

手
当
区
分
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
区

分
、
福
祉
手
当
区
分
、
生
活
保
護
世

帯
区
分
、
保
育
所
名
、
保
護
者
コ
ー

ド
、
園
児
コ
ー
ド
、
児
童
福
祉
負
担

金⑥
教
育
に
関
す
る
も
の

幼
稚
園
コ
ー
ド
、
園
児
コ
ー
ド
、

保
護
者
コ
ー
ド
、
入
園
料
、
幼
稚
園

使
用
料
、
階
層
小
学
校
区
、
中
学
校

区
、
保
護
者
氏
名

⑦
選
挙
に
関
す
る
も
の

投
票
区
、
表
示
区
分
、
登
録
年
月

日
、
抹
消
年
月
日

⑧
町
営
住
宅
に
関
す
る
も
の

団
地
名
、
種
別
、
料
金
、
料
金
区

分
、
住
宅
番
号
、
入
居
年
月
日
、
建

築
年
度
、
住
宅
の
構
造
、
総
床
面
積
、

耐
用
年
数
、
残
存
率
、
政
令
月
額

（
上
限
、
下
限
）
、
新
築
特
例
条
件
、

裁
量
区
分
、
超
過
家
賃
、
加
算
率
、

本
来
家
賃
算
定
基
礎
額
、
町
民
税
の

所
得
額
と
控
除
額
、
規
模
係
数
、
立

地
係
数
、
利
便
係
数
、
経
年
係
数
、

近
傍
同
種
基
礎
価
格
、
建
物
利
回
り

率
、
土
地
利
回
り
率
、
償
却
額
、
事

務
管
理
費
、
損
害
保
険
料
、
公
課
、

空
き
家
引
当
金

⑨
上
水
道
に
関
す
る
も
の

世
帯
コ
ー
ド
、
メ
ー
タ
ー
取
付

コ
ー
ド
、
氏
名
、
検
針
地
区
、
納
付

区
分
、
用
途
、
簿
冊
番
号
、
口
径
、

メ
ー
タ
ー
番
号
、
メ
ー
タ
ー
有
効
期

限
、
当
初
検
針
年
月
日
、
当
初
検
針

指
針
、
メ
ー
タ
ー
料
区
分
、
整
理
番

号
、
世
帯
人
員
、
前
回
検
針
年
月
日
、

前
回
指
針
、
前
回
使
用
水
量
、
今
回

指
針
年
月
日
、
今
回
指
針
、
今
回
使

用
水
量
、
減
免
水
量
、
推
定
ビ
ッ
ト
、

基
本
水
量
、
基
本
料
金
、
超
過
1
水

量
、
超
過
1
料
金
、
超
過
2
水
量
、

超
過
2
料
金
、
超
過
3
水
量
、
超
過

3
料
金
、
メ
ー
タ
ー
料
、
工
事
費
、

金
融
機
関
名
、
口
座
番
号
、
住
所
、

郵
便
番
号
、
郵
送
区
分

⑲
下
水
道
に
関
す
る
も
の

団
地
コ
ー
ド
、
住
宅
番
号
、
使
用

水
量
、
下
水
道
使
用
料

⑪
職
員
給
与
に
関
す
る
も
の

所
属
コ
ー
ド
、
職
員
番
号
、
共
済

組
合
コ
ー
ド
、
氏
名
、
性
別
、
生
年

月
日
、
採
用
年
月
日
、
学
歴
コ
ー
ド
、

卒
業
年
月
日
、
経
験
年
数
、
職
名

コ
ー
ド
、
職
種
コ
ー
ド
、
等
級
、
号

級
、
昇
給
月
、
現
給
発
令
年
月
日
、

月
額
特
勤
手
当
コ
ー
ド
、
管
理
職
手

当
コ
ー
ド
、
会
計
区
分
、
仕
訳
コ
ー

ド
（
款
・
項
・
目
）
、
住
居
手
当
、

扶
養
手
当
、
児
童
手
当
、
通
勤
手
当
、

法
定
控
除
項
目
（
所
得
税
、
町
県
民

税
、
共
済
組
合
個
人
掛
金
等
）
、
共

済
組
合
償
還
金
、
共
済
預
金
、
生
命

保
険
、
財
形
貯
蓄
、
課
税
標
準
額
時

間
外
勤
務
時
間
数
、
休
日
勤
務
時
間

数
、
日
額
特
勤
手
当
、
給
料
減
額
時

間
、
調
整
手
当
額

⑫
固
定
資
産
税
に
関
す
る
も
の

（
土
地
）
一
筆
コ
ー
ド
、
異
動
年

月
日
、
異
動
事
由
、
所
有
者
コ
ー
ド
、

納
税
義
務
者
コ
ー
ド
、
取
得
年
月
日
、

取
得
事
由
、
所
在
地
番
、
筆
外
、
台

帳
地
目
、
現
況
地
目
、
非
課
税
区
分
、

農
地
区
分
、
台
帳
地
積
、
現
況
地
積
、

住
宅
用
地
積
、
評
価
額
、
課
税
標
準

額
、
住
居
数
、
標
準
地
コ
ー
ド
、
路

線
番
号
、
間
口
、
奥
行
き
、
形
状
、

補
正
率
、
そ
の
他
比
準
割
合
、
一
区

画
地
番
、
合
算
区
分

（
家
屋
）
一
棟
コ
ー
ド
、
異
動
年

月
日
、
異
動
事
由
、
所
有
者
コ
ー
ド
、

納
税
義
務
者
コ
ー
ド
、
取
得
年
月
日
、

取
得
事
由
、
所
在
地
番
、
棟
数
、
棟

数
除
外
、
非
課
税
区
分
、
家
屋
番
号
、

種
類
、
構
造
、
屋
根
の
種
類
、
階
数
、

登
記
床
面
積
、
軽
減
区
分
、
併
用
面
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積
、
誼
当
り
評
点
数
、
評
価
額
、
建

築
年
次
、
軽
減
開
始
年
、
軽
減
床
面

積
、
軽
減
戸
数
、
合
算
区
分
、
理
論

価
格
、
前
評
価
額

（
償
却
資
産
）
所
有
者
コ
ー
ド
、

資
産
の
種
類
、
資
産
コ
ー
ド
、
資
産

の
名
称
、
数
量
、
取
得
年
月
日
、
取

得
価
格
、
耐
用
年
数
、
減
価
残
存
率
、

課
税
標
準
の
特
例
、
課
税
標
準
額
、

増
加
事
由
、
減
少
事
由
、
減
少
区
分

⑱
軽
自
動
車
税
に
関
す
る
も
の

軽
自
動
車
コ
ー
ド
、
異
動
年
月
日
、

所
有
者
コ
ー
ド
、
車
種
コ
ー
ド
、
標

識
番
号
、
課
税
区
分
、
世
帯
コ
ー
ド
、

定
置
区
分
、
納
税
管
理
人
代
表
者

コ
ー
ド
、
車
名
、
形
式
及
び
年
式
、

原
動
機
の
形
式
、
車
体
番
号
、
形
式

認
定
番
号
、
総
排
気
量

⑭
町
県
民
税
の
賦
課
に
関
す
る
も
の

納
税
義
務
者
コ
ー
ド
、
整
理
番
号
、

申
告
区
分
：
王
所
得
区
分
、
均
等
割

区
分
、
徴
収
区
分
、
所
得
額
（
営
業
、

農
業
、
そ
の
他
事
業
、
不
動
産
、
利

子
、
配
当
、
給
与
、
総
合
譲
渡
、
一

時
、
土
地
等
事
業
、
短
期
、
分
離
短

期
譲
渡
、
分
離
長
期
譲
渡
、
山
林
、

変
動
、
臨
時
）
、
特
別
控
除
額
（
総

合
譲
渡
、
一
時
、
分
離
短
期
譲
渡
、

分
離
長
期
譲
渡
、
山
林
）
、
繰
越
控

除
、
特
例
適
用
免
税
所
得
、
み
な
し

法
人
（
事
業
区
分
、
所
得
額
、
事
業

主
報
酬
、
過
大
報
酬
）
、
資
産
合
算

（
区
分
、
主
所
得
者
コ
ー
ド
）
非
課

税
所
得
、
専
従
者
控
除
（
事
業
区
分
、

青
白
区
分
、
人
数
、
金
額
）
、
雑
損

控
除
、
医
療
費
控
除
、
社
会
保
険
料
、

小
規
模
菜
共
済
掛
金
、
生
命
保
険
料
、

個
人
年
金
保
険
料
、
配
偶
者
特
別
控

除
、
本
人
控
除
（
特
障
、
普
障
、
老

年
者
、
寡
婦
、
勤
労
学
生
、
未
成

年
）
、
控
対
配
有
無
、
扶
養
（
老
人

数
、
同
居
老
人
数
、
其
の
他
、
特
障

数
、
同
居
特
障
、
普
障
数
）
夫
有
、

所
得
税
額
、
事
業
所
番
号
、
一
連
番

号
、
損
害
保
険
料
、
住
宅
取
得
控
除
、

甲
乙
欄
、
中
途
就
退
年
月
日
、
性
別
、

生
年
月
日
、
氏
名
、
住
所
、
方
書
、

年
金
区
分
、
課
税
区
分
、
非
課
税
区

分
、
損
益
通
算
ビ
ッ
ト
、
調
整
税
額

判
定
所
得
、
控
除
額
、
（
本
人
、
扶

養
、
基
礎
、
配
偶
者
）
課
税
標
準
額
、

税
額
控
除
額
、
年
税
額
、
市
町
県
民

税
額
（
均
等
割
、
所
得
割
）
、
調
整

額
（
町
・
県
）

⑮
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
に
関
す

る
も
の
国
保
世
帯
コ
ー
ド
、
前
国
保
世
帯

コ
ー
ド
、
国
保
主
コ
ー
ド
、
主
区
分
、

賦
課
発
生
年
月
日
、
賦
課
消
滅
年
月

日
、
賦
課
年
度
、
処
理
年
月
日
、
賦

課
標
準
額
（
資
産
割
、
所
得
割
）
、

税
額
（
資
産
割
額
、
所
得
割
額
、
均

等
割
額
、
平
等
割
額
）
、
軽
減
（
区

分
、
判
定
数
、
判
定
所
得
、
均
等
割

額
、
合
計
額
）
、
限
度
超
過
額
、
減

額
、
年
税
額
、
月
割
後
年
税
額

⑮
自
動
振
替
口
座
に
関
す
る
も
の

個
人
コ
ー
ド
、
異
動
年
月
日
、
金

融
機
関
コ
ー
ド
、
口
座
種
別
、
口
座

番
号
、
口
座
名
義
人
、
自
動
振
替
科

目
、
全
期
前
納
区
分

⑰
農
家
台
帳
に
関
す
る
も
の

一
筆
コ
ー
ド
、
異
動
年
月
日
、
異

動
事
由
、
耕
作
者
コ
ー
ド
、
許
可
年

月
日
、
取
得
事
由
、
所
在
地
番
、
筆

外
、
台
帳
地
目
、
現
況
地
目
、
非
課

税
区
分
、
農
地
区
分
、
台
帳
地
積
、

現
況
地
積
、
経
営
委
譲
区
分
、
4
5
年

以
前
管
理
、
斡
旋
取
得
、
台
帳
所
有

者
、
貸
付
人
コ
ー
ド
、
減
免
率
、
転

用
用
途
、
取
得
年
月
日
、
取
得
事
由
、

地
帯
区
分
、
水
系
区
分
、
自
小
作
区

分
、
小
作
始
期
、
小
作
終
期

⑬
住
登
外
書
に
関
す
る
も
の

住
登
外
者
コ
ー
ド
、
異
動
年
月
日
、

住
登
外
区
分
、
対
象
科
目
、
法
人

コ
ー
ド
、
氏
名
又
は
事
業
所
名
、
住

所
、
方
書
、
郵
便
番
号
、
世
帯
コ
ー

ド
、
納
税
組
合
、
納
税
管
理
人
、
代

表
者
氏
名
、
都
道
府
県
コ
ー
ド

⑲
特
別
徴
収
義
務
者
に
関
す
る
も
の

特
徴
番
号
、
郵
便
番
号
、
法
人

コ
ー
ド
、
事
業
所
名
、
所
在
地
、
業

種⑳
保
健
衛
生
に
関
す
る
も
の

塵
芥
コ
ー
ド
、
口
座
振
替
コ
ー
ド
、

金
融
機
関
コ
ー
ド
、
自
治
会
コ
ー
ド
、

階
層
区
分
、
畜
犬
所
有
者
名
、
予
防

接
種
、
予
防
検
診
、
乳
幼
児
医
療
、

検
診
番
号
、
老
人
医
療

⑳
町
行
政
全
般
に
関
す
る
も
の

自
治
会
コ
ー
ド
、
自
治
会
長
名
、

公
民
館
長
名

㊧
道
路
台
帳
に
関
す
る
も
の

路
線
番
号
、
路
線
名
、
道
路
種
別
、

図
面
番
号
、
橋
梁
区
分
、
延
長
、
重

用
区
間
、
累
加
延
長
、
道
路
幅
貝
、

改
良
・
未
改
良
区
分
、
立
体
横
断
施

設
区
分
、
曲
率
半
径
0
0
メ
ー
ト
ル
以

下
の
有
無
、
鉄
道
と
の
交
差
の
有
無
、

勾
配
8
％
以
上
の
有
無
、
中
央
植
樹

施
設
の
有
無

㊧
健
康
管
理
に
関
す
る
も
の

（
基
本
）
自
覚
症
状
、
既
征
症
、

現
病
歴
、
過
去
の
健
診
受
診
状
況
、

嗜
好
、
家
族
歴
、
身
体
計
測
、
血
圧

測
定
、
検
尿
、
肝
機
能
検
査
、
循
環

器
検
査
、
腎
機
能
検
査
、
貧
血
検
査
、

血
糖
検
査
、
心
電
図
、
眼
底
検
査
、

診
察
結
果
、
総
合
判
定
（
結
核
及
び

癌
検
診
）
子
宮
癌
、
胃
痛
、
大
腸
癌
、

乳
癌
（
妊
婦
健
診
）
妊
婦
の
情
報

（
氏
名
、
血
液
型
、
職
場
）
夫
の
情

報
（
氏
名
、
血
液
型
、
職
場
）
、
届

出
日
、
出
産
予
定
日
、
妊
娠
歴
、
既

往
歴
、
各
種
学
級
講
歴
、
妊
婦
健
診

受
診
状
況
、
産
後
の
状
況
、
強
化
食

品
受
給
状
況
（
乳
幼
児
健
診
）
分
娩

状
況
、
出
生
時
状
況
、
既
往
症
、
栄

養
状
況
、
発
育
発
達
状
況
、
精
神
機

能
発
達
、
身
体
計
測
、
健
診
所
見
、

診
断
及
び
指
導
事
項
（
歯
科
検
診
）

歯
科
検
診
所
見
、
生
歯
及
び
処
置
歯

数
、
口
腔
状
況
、
指
し
ゃ
ぶ
り
の
有

無
、
口
腔
内
疾
患
の
有
無
、
フ
ッ
素

塗
布
の
有
無
、
指
導
内
容
（
予
防
接

種
）
三
種
混
合
接
種
記
録
、
二
種
混

合
接
種
記
録
、
ポ
リ
オ
、
麻
疹
、
日

本
脳
炎
、
風
疹
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
、

B
C
G
（
そ
の
他
）
次
回
訪
問
計
画
、

日
常
生
活
状
況
、
主
治
医
指
示
、
福

祉
状
況
、
保
険
種
類
、
介
護
状
況
、

訪
問
時
の
状
況
、
家
族
状
況
、
制
度

の
利
用
状
況
、
健
康
教
育
受
講
状
況
、

健
康
相
談
状
況

⑳
備
品
管
理
に
関
す
る
も
の

所
属
課
、
分
類
番
号
、
備
品
番
号
、

新
規
区
分
、
経
費
区
分
、
品
名
、
品

番
、
購
入
先
、
単
位
、
単
価
、
付
属

品
、
購
入
年
月
日
、
購
入
数
量
、
購

入
消
費
税
、
購
入
値
引
、
購
入
金
額
、

保
管
転
換
数
量
、
保
管
転
換
分
の
消

費
税
、
保
管
転
換
分
の
値
引
、
保
管

転
換
分
の
金
額
、
廃
棄
数
量
、
廃
棄

分
の
消
費
税
、
廃
棄
分
の
金
額
、
現

在
の
数
量
、
現
在
の
消
費
税
、
現
在
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の
値
引
、
現
在
の
金
額
、
購
入
年
度
、

旧
備
品
番
号
、
検
収
年
月
日
、
保
管

責
任
者
、
設
置
場
所
、
保
管
転
換
理

由
、
一
式
明
細
M
、
一
式
明
細
数
量
、

決
裁
区
分
、
受
付
年
月
日
、
受
付
区

分
、
保
管
転
換
備
品
番
号

⑳
印
鑑
証
明
に
関
す
る
も
の

印
鑑
番
号
、
改
製
番
号
、
業
務

コ
ー
ド
、
事
由
、
異
動
年
月
日
、
届

出
日
年
月
日
、
登
録
年
月
日
、
廃
止

年
月
日
、
照
会
年
月
日
、
回
答
年
月

日
、
証
明
停
止
フ
ラ
グ
、
印
鑑
登
録

状
態
、
印
影
登
録
状
態
、
備
考
文

コ
ー
ド
、
停
止
備
考
文
コ
ー
ド
、
印

材
、
身
元
確
認
法
、
廃
亡
理
由
、
刻

印
種
別
、
刻
印
文
字
、
レ
コ
ー
ド
区

分
、
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
、
イ
メ
ー
ジ

長
、
イ
メ
ー
ジ
範
囲
（
X
）
、
イ

メ
ー
ジ
範
囲
（
Y
）
、
解
像
度
、
印

影
登
録
年
月
日
、
印
影
イ
メ
ー
ジ
、

回
答
期
限
年
月
日
、
照
会
グ
ラ
フ

⑳
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
活
動
記
録
に

関
す
る
も
の

ヘ
ル
パ
ー
番
号
、
訪
問
年
月
日
、

対
象
者
コ
ー
ド
、
介
護
開
始
時
間
、

介
護
終
了
時
間
、
除
外
時
間
、
介
護

区
分
、
ヘ
ル
パ
ー
区
分
、
予
算
区
分
、

単
価
、
世
帯
区
分
、
使
用
区
分

⑳
介
護
保
険
に
関
す
る
も
の

被
保
険
者
証
番
号
、
資
格
、
取
得

事
由
、
取
得
年
月
日
、
喪
失
事
由
、

喪
失
年
月
日
、
生
活
保
護
開
始
年
月

日
、
生
活
保
護
廃
止
年
月
日
、
老
齢

福
祉
年
金
開
始
年
月
日
、
老
齢
福
祉

年
金
終
了
年
月
日
、
証
交
付
申
請
理

由
、
証
交
付
申
請
年
月
日
、
証
交
付

決
定
年
月
日
、
年
金
受
給
者
番
号
、

得
喪
異
動
事
由
、
得
喪
異
動
理
由
、

得
喪
異
動
年
月
日
、
得
喪
届
出
年
月

日
、
保
険
証
発
行
日
、
保
険
証
回
収

年
月
日
、
認
定
申
請
年
月
日
、
申
請

区
分
、
認
定
申
請
者
続
柄
、
認
定
調

査
同
意
日
、
調
査
委
託
事
業
者
、

一
・
二
次
審
査
年
月
日
、
一
・
二
次

審
査
介
護
状
態
、
か
か
り
つ
け
医
者
、

認
定
理
由
、
認
定
年
月
日
、
廃
止
区

分
、
廃
止
理
由
、
廃
止
年
月
日
、
認

定
・
廃
止
通
知
年
月
日
、
不
服
申
立

申
請
区
分
、
不
服
申
立
申
請
年
月
日
、

不
服
申
立
申
請
内
容
コ
ー
ド
、
結
果

区
分
、
結
果
理
由
、
結
果
年
月
日
、

給
付
制
限
事
由
、
給
付
制
限
理
由
、

給
付
制
限
率
、
給
付
制
限
開
始
日
、

給
付
制
限
終
了
日
、
減
額
・
減
免
申

請
区
分
、
減
額
・
減
免
申
請
理
由
、

減
額
・
減
免
申
請
年
月
日
、
減
額
・

減
免
申
請
認
定
日
、
減
額
・
減
免
申

請
開
始
日
、
減
額
・
減
免
申
請
終
了

日
、
減
免
額
、
減
免
率
、
給
付
率
、

徴
収
区
分
、
特
徴
開
始
月
、
特
徴
終

了
月
、
普
徴
開
始
月
、
普
徴
終
了
月
、

年
税
額
、
該
当
区
分
、
所
得
段
階
、

特
徴
期
割
額
、
普
徴
期
割
額
、
収
納

調
定
区
分
、
収
納
調
定
額
、
収
納
調

走
加
算
金
、
収
納
調
走
督
促
、
収
納

調
走
延
滞
金
、
収
入
額
、
収
入
加
算

金
、
収
入
督
促
、
収
入
延
滞
金
、
最

新
中
断
事
由
、
最
新
中
断
日
、
前
回

中
断
事
由
、
前
回
中
断
日
、
欠
損
事

由
、
欠
損
日
、
欠
損
調
定
額
、
欠
損

加
算
金
、
欠
損
督
促
、
欠
損
延
滞
金
、

完
納
フ
ラ
グ
、
消
し
込
み
キ
ー
、
調

走
・
賦
課
年
、
科
目
コ
ー
ド
、
期
別
、

納
付
区
分
、
収
入
金
額
、
金
融
機
関

コ
ー
ド
、
収
納
年
月
日
、
会
計
年
月

日
、
課
税
結
果
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
年

月
、
事
業
者
コ
ー
ド
、
開
始
年
月
日
、

中
止
年
月
日
、
中
止
理
由
コ
ー
ド
、

入
所
（
院
）
年
月
日
、
退
所
（
院
）

年
月
日
、
外
泊
日
数
、
退
所
（
院
）

後
の
状
態
コ
ー
ド
、
保
険
給
付
率
、

公
費
給
付
率
、
サ
ー
ビ
ス
種
類
コ
ー

ド
、
サ
ー
ビ
ス
項
目
コ
ー
ド
、
点
数
、

公
費
対
象
日
数
・
回
数
、
公
費
対
象

サ
ー
ビ
ス
点
数
、
再
審
査
回
数
、
過

誤
日
数
、
審
査
年
月
、
緊
急
時
傷
病

名
、
緊
急
時
治
療
開
始
年
月
日
、
往

診
日
数
、
往
診
医
療
機
関
名
、
通
院

日
数
、
通
院
医
療
機
関
名
、
緊
急
時

治
療
管
理
点
数
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
点
数
、
処
置
点
数
、
手
術
点

数
、
麻
酔
点
数
、
放
射
線
治
療
点
数
、

審
査
年
月
、
傷
病
名
、
保
険
・
公
費

請
求
分
、
基
本
食
・
特
別
食
提
供
費

用
、
公
費
対
象
食
事
提
供
延
日
数
、

標
準
負
担
額
（
月
額
）
、
食
事
提
供

費
請
求
額
、
福
祉
用
具
購
入
年
月
日
、

福
祉
用
具
商
品
名
、
福
祉
用
具
種
目

コ
ー
ド
、
福
祉
用
具
製
造
事
業
者
名
、

福
祉
用
具
販
売
事
業
者
名
、
購
入
金

額
、
審
査
年
月
、
住
宅
改
修
着
工
年

月
日
、
住
宅
改
修
事
業
者
名
、
改
修

住
宅
の
住
所

⑳
財
務
会
計
に
関
す
る
も
の

（
予
算
管
理
）
会
計
区
分
、
款
・

項
・
目
・
節
・
細
節
、
事
業
コ
ー
ド
、

執
行
主
管
課
コ
ー
ド
、
予
算
額
、
調

定
額
、
調
走
番
号
、
調
走
内
容
、
負

担
行
為
額
、
補
助
金
、
歳
出
充
当
先

コ
ー
ド
・
金
額
、
歳
出
流
用
コ
ー

ド
・
金
額

（
歳
出
管
理
）
支
出
予
定
日
、
支

払
月
、
目
的
別
コ
ー
ド
、
性
質
別

コ
ー
ド
、
統
計
コ
ー
ド
、
会
計
年
度
、

帳
票
区
分
、
予
算
番
号
、
負
担
番
号
、

命
令
番
号
、
起
票
日
、
決
済
日
、
受

付
日
、
確
定
日
、
支
出
額
、
負
担
累

計
額
、
消
費
税
率
、
消
費
税
額
、
摘

要
、
債
権
者
番
号
、
前
金
有
無
、
一

括
分
割
、
契
約
方
法
、
契
約
方
根
拠
、

契
約
金
有
無
、
契
約
金
根
拠
、
単
価

契
約
、
納
期
、
教
育
統
計
、
支
出
区

分
、
支
払
区
分
、
支
払
額
調
書
、
前

渡
金
払
日
、
正
当
額
、
支
払
済
額
、

振
替
区
分
、
振
替
番
号
、
振
替
通
知
、

支
給
通
知
番
号
、
修
正
回
数
、
支
出

命
令
額
、
配
当
額

（
計
画
管
理
）
実
施
計
画
番
号
、

作
業
区
分
、
計
画
名
、
分
類
（
大
・

中
・
小
・
細
）
、
計
画
事
業
、
担
当

者
、
会
計
、
款
・
項
・
目
、
事
業
、

対
象
事
業
、
拠
点
事
業
、
地
区
、
土

地
区
分
、
土
地
面
積
、
継
続
区
分
、

単
独
区
分
、
経
費
区
分
、
補
助
率

（
国
・
県
）
、
起
債
充
当
率
、
財
源

区
分
、
進
行
管
理
、
事
業
概
要
、
事

業
内
容
、
開
始
年
度
、
終
了
年
度
、

査
定
結
果

（
債
権
者
管
理
）
債
権
者
番
号
、

氏
名
、
フ
リ
ガ
ナ
、
代
表
者
名
、
T

E
L
・
F
A
X
、
郵
便
番
号
、
住

所
・
万
苦
、
登
録
区
分
、
承
認
日
、

旧
債
権
者
番
号

⑳
戸
籍
に
関
す
る
も
の

戸
籍
番
号
、
個
人
番
号
、
本
籍
、

筆
頭
者
、
構
成
員
、
出
生
年
月
日
、

父
欄
氏
名
（
養
父
含
む
）
、
母
欄
氏

名
（
養
母
含
む
）
、
父
母
（
養
父
母

含
む
）
、
配
偶
者
区
分
、
戸
籍
事
項

欄
の
デ
ー
タ
、
身
分
事
項
欄
の
デ
ー

タ
、
筆
頭
者
及
び
構
成
員
前
筆
頭
者

氏
名
、
附
表
番
号
、
記
載
事
由
コ
ー

ド
、
住
所
区
分
コ
ー
ド
、
住
所
コ
ー

ド
、
住
所
、
万
苦
、
住
定
日
、
職
権

消
除
目
、
改
製
原
戸
籍
デ
ー
タ
、
記

載
不
要
届
書
デ
ー
タ
、
リ
ー
ル
コ
マ
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加
治
木
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

（
吉
村
賢
一
会
長
）
　
は
、
十
一
月
二

十
日
、
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
「
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
再
発
見
」
と
題
し

た
第
三
回
加
治
木
お
こ
し
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
島
津
義
秀
氏
（
精
矛
神
社

宮
司
）
が
、
「
歴
史
を
活
か
し
た
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
て
講

演
。
「
加
治
木
は
何
で
生
き
て
い
く

の
か
、
モ
ノ
に
頼
り
す
ぎ
て
そ
れ
以

上
進
ん
で
い
な
い
。
国
指
定
文
化
財

で
あ
る
文
之
和
尚
の
墓
な
ど
、
町
内

に
あ
る
多
く
の
史
跡
を
ま
ち
づ
く
り

の
資
源
と
し
て
生
か
し
な
が
ら
、
官

民
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
が
必

要
。
」
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
六
人
の
パ
ネ
ラ
ー
が
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
報
告
と
問
題
提
起
を
行

い
ま
し
た
。

▽
岩
下
書
庫
商
工
会
長

商
工
会
の
組
織
率
は
六
十
パ
ー
セ

ン
ト
で
県
内
六
十
八
商
工
会
の
中
で

は
頑
張
っ
て
い
る
方
。
皆
さ
ん
、
買

物
は
頑
張
っ
て
い
る
町
内
の
お
店
で

お
願
い
し
ま
す
。

▽
養
毛
五
男
観
光
協
会
長

「
寄
い
や
ん
せ
グ
ル
メ
処
」
「
貸
自

転
車
」
「
記
念
切
手
発
売
」
　
の
三
つ

の
新
規
事
業
の
紹
介
。

▽
松
田
繁
美
錦
海
漁
協
長

稚
魚
、
稚
貝
の
放
流
を
行
っ
た
の

で
、
二
～
三
年
後
は
定
着
す
る
で

し
ょ
う
。

▽
有
機
農
業
の
鈴
木
敏
之
き
ん

耕
作
す
る
人
と
食
べ
る
人
が
も
っ

と
身
近
に
あ
る
べ
き
。
循
環
型
農
業

の
必
要
性
や
農
業
に
つ
い
て
も
う
少

し
ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る
。

▽
新
実
行
始
良
西
部
森
林
組
合
理
事

近
年
の
木
材
価
格
の
低
迷
に
よ
る

林
業
不
振
は
、
建
築
様
式
の
変
化
も

要
因
で
あ
る
。
実
の
な
る
広
葉
樹
林

が
無
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
里
山
の

荒
廃
な
ど
、
森
林
が
持
つ
多
面
的
な

機
能
な
ど
林
業
に
対
し
て
も
う
少
し

目
を
向
け
て
欲
し
い
。

▽
中
山
町
企
画
課
長

現
状
で
は
三
町
合
併
は
た
い
へ
ん

厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、
単
独
の
場

合
で
も
行
政
改
革
を
進
め
な
が
ら
ス

リ
ム
に
な
っ
て
将
来
に
備
え
る
必
要

が
あ
る
。
パ
ネ
ラ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
熱
っ
ぽ
く

話
さ
れ
、
最
後
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

県
熱
闘
会
議
副
会
長
の
米
山
高
兆
さ

ん
が
、
各
地
の
活
性
化
の
事
例
を
紹

介
。
そ
し
て
「
新
幹
線
開
業
は
チ
ャ

ン
ス
で
も
あ
り
、
反
対
に
ピ
ン
チ
に

な
る
こ
と
も
あ
る
。
今
ま
で
以
上
に

官
民
一
体
と
な
っ
た
取
組
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
町
総
合

振
興
計
画
の
策
定
時
に
設
立
さ
れ
た

「
二
十
一
世
紀
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
」
が
母
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

義
弘
公
奉
賛
武
道
大
会
成
績

弓
道
大
会
　
日
月
2
0
日

剣
道
大
会
　
日
月
2
3
日

【
弓
道
大
会
成
績
】

◆
個
人
戦

▽
中
学
生
女
子
の
部
・
優
勝
－
菊
水

愛
子
（
知
覧
中
）
　
▽
中
学
生
男
子
の

部
・
優
勝
－
野
間
崇
章
（
溝
辺
中
）

三
位
－
境
田
唆
也
　
（
加
治
木
中
）
　
▽

高
校
生
女
子
の
部
・
優
勝
－
岡
野
優

莱
（
加
工
高
）
　
二
位
－
福
留
絵
里
花

（
加
工
高
）
　
▽
高
校
生
男
子
の
部
・

優
勝
－
宇
多
美
普
（
出
水
工
高
）
　
二

位
－
原
口
孝
広
（
加
治
木
高
）
　
▽
一

般
・
四
段
以
上
の
部
・
優
勝
－
村
岸

孝
洋
▽
一
般
三
段
以
下
の
部
・
優
勝

－
瀬
戸
口
孝

▽
女
子
の
部
・
優
勝
－
瀬
戸
口
佳
寿

◆
団
体
戦

▽
中
学
生
女
子
の
部
・
優
勝
－
知
覧

中
A
▽
中
学
生
男
子
の
部
・
優
勝
－

溝
辺
中
A
▽
高
校
生
女
子
の
部
・
優

勝
－
加
工
業
高
A
　
二
位
－
加
工
業

高
B
▽
高
校
生
男
子
の
部
・
優
勝
－

出
水
工
高
A
▽
一
般
の
部
・
優
勝
－

蒲
生
町
A

【
剣
道
大
会
成
績
】

▽
小
学
生
の
部
・
優
勝
－
暁
剣
道
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
▽
中
学
生
女
子
の

部
・
優
勝
－
日
当
山
中
▽
中
学
生
男

子
の
部
・
優
勝
－
日
吉
中
▽
高
校
生

女
子
の
部
・
優
勝
－
鳳
凰
高
▽
高
校

生
男
子
の
部
・
優
勝
－
鹿
児
島
商
業

高
▽
一
般
の
部
・
優
勝
－
志
撃
館
大

学
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図四m園
ジェンダーからの鮪故は
男女共通のテーマです。

男費共同参画
「男女共同参画による豊かな地域づくりのために」 

11月に続き12月20日、加治木町のリーダー養成講座で、たもつゆかり氏に講演いただきました。

はじめに、地方分権推進委員会報告（次回掲載）から『自己決定・自己責任の分権型社会のためには公私協働
の仕組みを構築し、「本来の公共社会」を！』と話されました。

「21世紀型地域づくりの目標」は、産業・経済・福祉・文化・教育をつなぐ総合的長期的視点に立った「人権
の擁護」「生活の質的向上」をめざす上で、雇用＋社会保障が性別役割分業を基準として制度設計されているこ

とにより存在するジェンダー問題の解決に取り組むことです。男女共同参画政策は、男性も女性も生活者であり
かつ労働者であることを基準とする法制度、社会基盤の整備をするものです。
地方自治の原点は住民の生命と財産を守ることであり、常によりよく生きるためのよりよいサービスは、受益
と負担がセットになっています。地域経営はタダではできなのです。税金は納めるものであり、取られるもので

はありません。使われ方については議会が正しく機能しているかが大切で、機能していない場合、選んでいるの
は住民なので住民の責任もあります。

地域は経営するものであり、その経営のためには「人・もの・カネ・情報」が有効活用されることが重要です。

多様な立場と民主的な立場が反映されるような地域社会を創ることが大切です。地域における人間関係の力量が
問われています。お互いが助け合う力量を取り戻しましょう。よりよい暮らしのために、どういった人間関係を

新しく作るか、地域の中でどんなことが大事なことか、地域で子どもを育むこととはどんなことなのか、自治会

活動の見直しをしてみましょう。そのための戦略が男女共同参画です。理念でなく、活動を通して、人権を具体
化して何をすべきかのそれぞれの取り組みをしてください。

新しい時代のよりよい暮らしに、自ら決めて自ら従い、責任も持つそんなコミュニティづくりを、と講演され

ました。
′一一一一一一一一一一一一一●．．一一●－●－●●●●－●●●一一一一一ヽ　「‾‾‾‾‾‾●‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾－‾‾‾‾‾‾‾●‾‾‾●‾‾‾‾‾

十月葦駕藷誤認クー龍叢議案驚喜
！相談室では夫婦関係の悩みが多く、特に「離婚」の問題畠副い。お互いが人権の主体。地域の子ども会をいろんな年i

iが多いことから、離婚にまつわる法律（慰謝料・財産分日代と交わる枠組みに変え，学校で何が起こっているかを叫

！与・養育費など）についての講座を開催します。　　　告域も聞き，子どもの問題を地域から動いて，本気で取り組！

日韓　師‥弁護士　笹川理子さん　　　　　　　　！！んで欲しい。　　　　　　　　　　　　i

i言誤‥豊。謹誓6器誓言書芸＿。。。。庸子とも棚でなく大人も育つ場かないので一書？！
、、　　　　　　　　　　　　　　　　ノiA確かに大人の学びの場がカルチャーセンター化してい！

了‾‾三言喜藤落語善言‾、虚器器蒜崇器誓ようo自立Li
告　男性には生活力・女性には経済力の向上を！将来の地域！

告社会づくりの担い手になるような生涯学習を公私協働でや！

告るべきで・各文化はそれぞれに任せればいい。　　！

告Q　私の自治会は行事も多くあiらコミュニティ事業から●

告も補助をもらってうまくいっているが・？　　　；

告A　従来の行事消化型でなく、回田解決型の自治会へ！！

告不参加を責めず、公民館で子育てと高齢者のデイケアが‾●

告体となったような、いろんな需要に応えられる活動も考え！

県のDV防止対策事業の一環として開催します。

：対象：行政職員・民生委員・人権擁護委員・教育相談員・

！　　保健医療関係者・カウンセラー等心理職・その他D

i V問題に対応する関係者（定員90名）受講料無料
l　講師：竹下小夜子氏

I　（精神科医・きよウイメンズ・メンタルクリニック院長）

！申込先1月31日までに県大隅総務事務所地域振興係へ

：Tel O994－82－1111Fax O994－82－3338

！申込書は役場総務課　男女共同参画係にあります。　　’“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ！るように！　　　　　　　　　　　　　　．

※男女共同参画相談室の御案内　鹿児島県男女共同参画センター（旧県庁跡） 

電話・面接・法律・心と体の健康相談　相談専用電話：099－221－6630／6631（休みは月曜、月曜が祝日の時は翌火曜） 
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曜昏教育委員会だよl瑞 
Q　葛JUj e、シ i／合 渇軽妙細島掲堕前科痺拘蜂 �家庭教育第6章　ひとの命の大切さを幼児のうちから教えよう　　篤 

独裁救夢独軸墾津波軸埴科軸撚閉脚議場蜂菌函軸蜂稗函培蜂函齢噛 

基礎学力の定着をめざす授業のおり方を公開　柁捌l学校

柁城小学校では、町の研究指定を受けて、11月19日

研究公開を行いました。同校は、算数科の学力を高め

るために、習熟度別の少人数指導を進めてきています。

その成果は、標準学力検査の結果に表れ、子どもたち

の学習態度や教職員の研修態度にも出てきて、県内の

関係者から高い評価を受けています。

当日は、町内はもとより町外からも約110名の参加

者があり、授業参観や分科会、講演会など熱心に研修

される姿が見られました。

加治木町中・中学校合同音楽会 ㌔加治柚小・中軸含晴；‾「 

I 

」　　＿＿＿＿） 

置

i「菖・一 日 �事案09°i“‾●　● ！●　葛● 　n亙　● 　年， ��l i 草 

＼、ノ 鞋瑞 �ヽ －Tl �∴「∴∴－ ∴；富士∴〔 

「 　　∴iL‾－章 ��� 

一一一一一＿＿〇〇〇＿＿ ��I �卜　● 

［多くの参観者が見つめる2年1組の算数の授業］

12月3日、加音ホールにおいて加治木町小・中学校音楽

会が250名余りの聴衆を集めて開催されました。

柁城小学校の合唱「大きな古時計」を皮切りに、中学校

吹奏楽部の「犬夜叉」まで、幅広い分野での音楽発表がな

されました。講師の眞邁省至先生も「楽しい音楽を聞かせ

てもらいました。」と講評されました。

各学校の音楽学習の成果を発表する会ということで、練

習にも熱がこもったという話しでした。

11月に実 �施した京 �就学時健診のときの来年 �度入学予定の児童数 

柁城小 �錦江小 �竜門小 �永原小 �加治木小 �合　計 

児童数 �6　7 �4　8 �8 �4 �6　3 �19　0 

学割，召介 
⊂ミミ　伸ばそう自分の良さ、示そうやさしさ・守ろう生命　竜門小学校 

闘醗図・輔　ぜ二門　　薗酪詰 裏‘恕→∵ヽ： 　星 弼欝l主砲醜 女　轟・． 国∴＿・＿翌鄭＿jl �一瞥＼∴十i管主∴ 葦㌃÷＼謹白． 十善∴∴‾∴∴∴∴ ● 

【食農教育・いもの収穫】　　　　　　　【龍門司焼体験学習】　　　　　　　　【イチョウタイム】 
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加治木田体験活動 �・ボランデイが音訓支援 �センタ �－艦より 
加治木町では今「地域子ども教室」づくりに竜門小学校、加治木小学校が取り組んでおります。その活動を紹

介します。

10 

〇千さ　S　J　J　Tl｝○ 

＊参加児童数

2年生3名、3年生1名、4年生1名、5年生1

名、6年生3名の計9名

＊実施日
・月曜日の放課後

・第3土曜日の9時一12時

＊活動場所

PTA記念会館

＊活動内容

竹細工、将棋、詩吟、絵画、そろばん等

＊指導員の方々

田中健二さん、富国文雄さん、宮脇信男さん、内

村敏春さん

＊体験活動

1」1で 亨 �l � 紫霞‾i詩語 ��� 
一軍＿＿　　　　、．、 �ー �� 

1∴l上，∴‾＿ l　霊 �� � 

：－　、 

．■農漢音臆臆88主音賀題菓8888SS喜一 
一一ヤ　　　ー－‾‾　‾▼▼‾「‾▼‾1‾ 　） 

鵜Ⅲ拝＿釦随一 
こ．▲ 

1－－－＿」着 

－ 

‾＝ir　「フ【 

読 ○○Li 一 箪：1〇二っ、 

“‾患　　、」 

＊参加児童数

1年生2名、2年生3名、3年生4名、4年生3

名、5年生2名、6年生3名の計17名

＊実施日
・月曜日の放課後

・第2土曜日の9時一12時

＊活動場所

加治木小学校小会議室、図書室、体育館

＊活動内容

読書、読み聞かせ、ビデオ鑑賞、スポーツ・レク

リエーション、紙細工等

＊指導員の方々

門園直子さん、竹内睦夫さん、内村悦子さん、草

留昌代さん、久保ひふみさん、岩下ひとみさん、

迫田幸美さん、梶川朋子さん

ピーターパンの話

良くできたリース　　　楽しくハンドベースボール

◆加治木っ子手帳の活用について
加治木町では、地域で育む「加治木っ子」育成プ

ラン（9つの体験活動領域）を作成して全児童・生

徒に配布してあります。機会あるごとに活用をお願

いします。（自然体験、生活体験、社会体験、ス

ポーツ・レクリエーション体験、交流体験、芸術文

化体験、農林水産業体験、社会奉仕体験、その他）

問い合わせ先 

体験活動ボランティア活動支援センター 

教育委員会社会教育課内 

TEL62－2111　内321 

竹
と
ん
ぼ
づ
く
り

詩
吟
の
練
習
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接重患諸　　　富重囲 　　〔エコ 

車　外

柁調薬小学相露 5年生・ �e年生 

新王ネlLキー教室レポート
11月の学校参観週間に合わせて経済産業省九州経済産業局、

（財）新エネルギー財団及び加治木町主催による『新エネル

ギー教室』が11月5日（金）、柁城小学校体育館において午前

に5年生、午後から6年生を対象に開催されました。

講師として、漫才師の「せ－じ・け－すけ」の二人が、迷探

偵コンナンと悪の大王アゴデビル役になって登場！

さすがにプロの漫才師。二人の掛け合し、は抜群で爆笑の遵

続！地球温暖化の問題や新エネルギーとしヽう難しし、内容を、保護者の方も巻き込んで、おもし

ろく、そしてわかりやすく教えてくださしヽ

ました。

しヽつも授業でこんなに手をあげてしヽるの

かな？みんなまっすぐに手をあげてアピー

ルしてしヽます。それもそのはず、正解者に

は、せ－じ・け－すけさんのオリジナルタ

オルがプレゼントされたからです。

大爆笑の新エネルギー勉強会のあとは復

習として、新工ネ・シアター　uj工ネラ君の

新工ネこどもニューヌ「†を観賞しました。

ソーラーカー工作教室で当ま、せ－じ・

け－すげが新エネ博士となり、とても小さ

しヽパーツに苦戦しながらも自分たちで太陽

電池搭載のソーラーカーを作りました。

ソーラーカーがちゃんと走るか試走中で

す。結構早く走ります。

道路では遊ばないように注意しましま

国書

蟹墾恕壁酸　雪 
洋　　子・∴ 叩嘱望，上 

閏回書臆書出8m聾 

i車 ！ �l l∴∴ヽ －ii母方● tヽ 〈 ∴∴∴「 ・レ／／ ー＼■録 �駐韓弼一十 へ、、‾＼下 ）． ベラ．‾†、 ‾∴∴ ‾書 ，‾！ 、““′・、・聡一 二ざ 
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今回の勉強でたくさんのことが学べました。とても楽しし、時間を過ごせました。

なかでも、地球温暖化の原因となる二酸化炭素の増加を防ぐために、誰にでも簡単にできる
一つの方法として、『使っていない電化製品のコンセントを抜

く』ことで年間100円の節約とな（大　日本全国で約4万5千世帯

が実行すれば、なんと45億円もの節約（こなることは、大きな驚

きでした。

地球温暖化を防ぐために、誰にでもできる闇単なことから、一

つひとつ実行していけば、大きな力（こなることを学びました。

‾”i＼弼“∴ －幽∴ 二二二「二一〇、 ∴ノま 

虹 
園田 �漢書…お園ま 　” 

最後に、児童の代表が新エネ博士さんに御礼の言葉を述べました。

新エネルギー �教室の主な感 �憩です 

（5年生）

新エネルギー教室は、思ったよりもとても楽しくて、良し、勉強になったなと思し、ます。こ

のままだと加治木は、海の中にしすんでしまうかもということを考えてみると、自分ででき

ることなどは（コンセントをぬく）どんどんしてし、かなし、と、と思し、ます。それと、石油が

40年後くらし、になくなってしまうとし、うことは、しってし、たけれど　もし本当にそうなっ

てしまったら私たちは、どうなるのだろうと思し、ました。お母さん、お父さんにも、今日勉

強したことを伝えます。

（6年生）　　　　　　　　　　　　　　　　【アンケート結果】
もし、このままずっとふつうに生きてしヽ

たら私達が生きてし、る問に地球が滅亡する1エネルギー問題が重要であることがわかりましたか？

なんてそんなのし、やだと思いました。そこ

でどうしたらし、し、かみんなと一緒に勉強し

てし、るうちにどんどん分かってきました。

なぜ地球の温暖化がすすんでいるのか。ま

ず私達がみのまわりで使ってしヽる石油、二

酸化炭素です。これをどうやってへらすの

かは、コンセントを1個でもしヽしヽからぬく

こと、私はこのことしかできなしヽけど私が

生きてし、くのに大切だからこれを続けて

いってあと40年生きたしヽです。

地球温暖化のことにつしヽて、テレビなど

を通して少し知ってしヽましたが、新エネル

ギー教室で見たヒマラヤ山脈の氷がとけて

しヽたiら　ツバル国の公民館の庭が水びたし

になったところの写真を見て、とてもおど

ろきました。

全国では、ま1ご　地球温暖化のことの大

変さにつしヽて知らなしヽ人がたくさんいると

思います。一人一人みんなが、地球温暖化

（こついて理解できたらしヽしヽなあと思しヽます。

5年生 �6年生 �合計 

よくわかった �66人 �72人 �138人 

まあまあわかった �3人 �13人 �16人 

あまりわからなかった �0人 �0人 �0人 

合　　計 �69人 �85人 �154人 

2　地球温暖化が大変であることがわかijましたか？

5年生 �6年生 �合計 

よくわかった �63人 �75人 �138人 

まあまあわかった �5人 �10人 �15人 

あまりわからなかった �1人 �0人 �1人 

合　　計 �69人 �85人 �154人 

3　新エネルギーが必要であることがわかりましたか？

5年生 �6年生 �合計 

よくわかった �62人 �71人 �133人 

まあまあわかった �7人 �13人 �20人 

あまりわからなかった �0人 �1人 �1人 

合　　計 �69人 �85人 �154人 
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MerryChristlmaSa融Ⅲ鎚頗車座W苗調理∴露骨訓言辞諦浮説うこ卦星置年

皆さんはお年玉をあげましたか？台湾は日本のようにお年玉をあげる習慣がありますが、新暦ではなく旧暦の

新年にあげます。私は九歳までもらいましたが、バンクーバーに移って以来、十六年間もらいませんでした。バ

ンクーバーでは、旧暦の新年は特に休みがないのでなかなか新年の時に台湾に帰れませんでした。いつのまにか

私も働くことになったので、今となっては台湾に帰ってもお年玉はもらえません。ちょっと寂しいです。これか

らは甥にお年玉をあげなくてはいけません。やはりあげる方ともらう方では新年に対する感じ方が全然違うので

はないかと思います。
“‾〇〇°－、言仁一 ，i 謹劉 」 ま■◆ ○ヽ ヽ ミ∵二一 

l 

十二月十五日の夜、「Bettyの語らナイト」の生

徒達と共に、南九州病院と山形屋の前でクリスマス

聖歌の発表をしました。九月から英会話講座が始ま

りましたが、その頃からクリスマス聖歌を勉強し始

め、九曲も覚えました。クリスマスコンサートの前

に一生懸命歌を練習したので素晴らしいコンサート

ができました。観ていた方が、その温かさを感じ

取ってくれたことを願っています。皆さん、great

work！！よく頑張りました！大変お疲れ様でした！！

残り一か月の「語らナイト」も頑張って下さい！

今回のクリスマスコンサートの目的はいくつかあ

りますが、一つの理由はバンクーバーからクリスマ

スの雰囲気を加治木へ持って来たかったのです。日

本人とクリスマス行事の話をすると、よく「何もし

ないよ」とか「家で休む」という返事が返ってきて

びっくりしました。

バンクーバーでは、クリスマスは一年で一番大事

な行事で、十一月からもうクリスマスの雰囲気が

いっぱいです。十一月になるとショッピングモール

だけでなく、家庭でもたくさんの飾り付けを始めま

す。十二月が近づくとサンタが特別にやってきて、

子供たちが列を作ってサンタの膝に座り、クリスマ

スに欲しいものをおねだりします。

十二月には、学校や地域の合唱隊がクリスマス

キャロルを披露します。週末のショッピングセン

ターは、クリスマスの買い物をする人やクリスマス

キャロルに聴き入る人、サンタに会いに来る人であ

鞄 �言宅／ノ壬「‾丁『 吉日曲　　　　　′齢“ 

l ＼∴ 主ノ �・1m・　　　　　　生れ 

地嗣師1日 ● 

ふれかえっています。これではクリスマスらしさを

感じないほうが無理というものです。

家庭でもたくさんのクリスマスの準備が行われま

す。毎年クリスマスが近付くと、人々は実家に戻り
一緒にクリスマスの準備をします。まず、森へツ

リー用の木を取りに行き、家に持ち帰り飾り付けを

します。伝統的に、ツリーの頂上には天使や大きな

星を飾ります。それから残りの飾りやライトを飾り

付けます。リースも作って玄関のドアに飾ります。

さらに靴下に自分の名前を書いて暖炉の上につるし

ます。このようにして、サンタが煙突から降りてき

たときに靴下にプレゼントを入れる事ができるのです。

クリスマスイブには、サンタに食べてもらうよう

に牛乳とクッキーを煙突の横に置きます。小さい子

供を持つ親は、子供が寝静まるのを待って牛乳と

クッキーを平らげ、靴下にクリスマスプレゼントを

入れておきます。したがって、カナダでは、小さい

子供の問ではサンタは本当にいると信じられています。

日本の人々はクリスマスよりも新年を重要視して

いるのは知っていますが、このようにクリスマスは

全ての子供たちが楽しめる楽しい休日です。

ここまで読んで、クリスマスがどんなものなのか加

治木町の皆さんに少しでもわかってもらえたでしょ

うか。いくつかのクリスマスの行事できっと楽しく

なると思います。

MerryChristmasandHappyNewYear！！
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庫
ん
ぱ
っ
で
い
ま
す

も
ち
つ
き
大
会
木
田
≡
地
区
育
成
会
長
　
村
田
　
加
代
子

十
二
月
十
二
日
、
錦
江
駅
前
広
場

で
木
田
三
地
区
恒
例
の
「
も
ち
つ
き

大
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
当
日
は

「
若
駒
会
」
と
い
う
有
志
の
方
々
が

中
心
と
な
り
、
公
民
館
役
員
の
ほ
か

た
く
さ
ん
の
地
区
の
方
々
が
参
加
、

協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。

も
ち
つ
き
大
会
は
、
ま
さ
に
大
人

と
子
ど
も
の
「
協
働
の
場
」
と
な
り

ま
す
。
何
よ
り
の
自
慢
は
、
伝
統
的

に
地
域
社
会
の
連
携
を
育
ん
で
き
た

姿
が
、
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
大
人
は
子
ど
も
が

間
違
っ
た
こ
と
を
し
た
ら
注
意
し
、

困
っ
て
い
た
ら
そ
っ
と
手
を
さ
し
の

べ
ま
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は

年
長
者
が
年
少
者
を
リ
ー
ド
し
、
協

力
し
合
う
こ
と
で
お
互
い
を
理
解
し

ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
の
伝
統
に
根

ざ
し
た
活
動
の
積
み
重
ね
が
地
域
社

会
を
活
性
化
さ
せ
、
「
木
田
三
地
区

の
力
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
あ
ま
り
上
手
に
動
け
な
か
っ

た
子
ど
も
た
ち
も
、
来
年
度
は
大
き

く
成
長
し
、
お
お
い
に
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
子
ど
も
た
ち
自
ら
が
自
然

の
中
で
学
び
、
考
え
、
行
動
す
る
こ

と
が
、
近
い
将
来
「
生
き
る
力
」
と

な
り
、
木
田
三
地
区
を
守
り
支
え
て

く
れ
る
と
確
信
し
ま
す
。

木
田
三
地
区
の
行
事
は
、
ほ
と
ん

ど
が
「
全
員
参
加
型
」
で
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
の
活
動
の
広
が
り

と
、
魅
力
あ
る
木
田
三
地
区
の
発
展

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
子
ど

も
た
ち
の
健
康
な
体
と
心
を
養
う
こ

と
を
目
的
に
、
昨
年
二
月
に
発
足
。

現
在
小
学
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で

十
名
の
団
員
（
う
ち
女
子
四
名
）
が

加
治
木
警
察
署
の
や
さ
し
い
先
生
の

熱
心
な
指
導
の
下
に
、
楽
し
く
練
習

し
て
い
ま
す
。
受
身
、
立
技
、
寝
技

な
ど
の
基
本
を
中
心
と
し
た
練
習
指

導
、
ま
た
、
「
礼
に
始
ま
り
、
礼
に

終
わ
る
」
を
通
し
て
、
礼
儀
と
人
へ

の
思
い
や
り
の
大
切
さ
も
教
え
て
い

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
い
つ
で

も
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
練
習
場
　
加
治
木
警
察
署
道
場

▽
練
習
日
　
毎
週
土
曜
日
　
午
前
9

時
～
正
午

▽
問
い
合
わ
せ
先

池
端
　
Ⅲ
（
6
3
）
　
1
0
0
5
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閣
圃
朝
田

教
へ
回
の
ー
回
を
賜
ふ
裸
楽
良
の
渇

花
鳥
露
に
迫
へ
ら
れ
た
る
裸
楽
長
の
渇

狼
火
の
中
の
産
声
夫
に
満
つ

山
茶
花
や
源
平
し
の
ぶ
楚
字
の
墓

追
伸
の
ご
と
ぎ
ー
り
ん
返
り
花

出
直
し
の
き
か
め
人
生
星
月
夜

銀
杏
黄
葉
村
の
歴
史
を
知
り
て
五
つ

ど
ん
ぐ
り
や
賢
も
愚
も
な
き
兄
弟

町
角
に
こ
こ
ろ
の
糧
の
回
読
買
ふ

局
寄
る
神
杉
の
根
や
石
蕗
の
花

嫁
で
の
追
出
ら
な
は
も
水
を
欲
す

寡
黙
な
る
医
師
の
言
葉
や
水
仙
花

子
後
の
身
に
年
賀
は
が
き
を
予
約
せ
り

す
き
焼
を
ス
コ
ッ
プ
で
作
る
武
勇
伝

蜜
柑
好
き
何
で
も
好
き
の
操
が
好
き

水
島
や
進
行
方
向
さ
だ
め
た
り

神
棚
を
て
い
ね
い
に
拭
き
神
祭
り

宴
会
や
み
ん
な
奪
略
の
ふ
ぐ
料
理

牛
一
頭
ピ
ア
ノ
に
変
身
冬
う
、
ち
ら

酒
匂
　
署
注

稲
恒
　
寧
夫

藤
原
　
喜
子

犬
童
　
利
春

神
村
　
洋
子

岩
田
英
知
江

松
田
　
嫁
入

川
畑
　
克
己

古
汗
　
重
美

藤
崎
　
文
庫

脇
本
　
星
浪

郡
山
マ
サ
子

竹
山
　
洋
子

中
村
　
勉

熊
元
一
栄

田
代
　
俊
泉
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湯（佐母野（今
田姉藤　村父村

1月は荒譜謂主謀端結謂）の納期です
納期限（1月31日）までに納めましょう。納税は手軽で便利な口座振替で！

手続は、預金口座をお持ちの銀行や農協等で蘭学にできます。

問い合わせ先　役場税務課　℡62－2111（内線102－104）

1月・2月　医療機関在宅医表 

月　日 ��医　療　機　関 �電　話 �医療機関（小児科） �電　話 �医療機関（眼科） �電　話 � 

1 月 �16（日） �浜崎クリニック �62－8588 �き問うこともクリニック �64－0677 �い　ち　ち　眼　科 �47－3618 

23（日） �川島クリニック �62－7200 �かわの小児科 �42－8866 �神　村　眼　科 �64－5556 

50（日） �四本信一皮膚科 �63－9912 �徳　重　医　院 �65－2070 �隼人福島眼科 �64－2940 

2 月 �6（日） �とくだクリニック �64－1717 �き問うこともクリニック �64－0677 �西　眼　科　医　院 �62－2526 
11㈱ �西国耳鼻咽喉科 �62－8787 �こともクリニック山崎 �65－1350 �椎原眼科医院 �43－1050 

13（日） �さんのう内科 �63－3000 �かわの小児科 �42－8866 �青雲病院眼科 �66－3080 

細目） �松本外科胃腸科 �63－1911 �いかりこともクリニック �48－5858 �田中眼科医院 �65－3986 

27（日） �壱　岐　内　科 �62－2222 �伊　地　知　医　院 �52－0027 �渡辺眼科クリニック �45－6888 

※診療時間は午前9時～午後5時　　※診療時間は午前9時～午後5時　　※診療時間は午前9時～午後1時 

出
生
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坊 �談義 �雨駆勝助 

3季連続決勝進出！県中学校軟式野球大

会秋季大会で準優勝した加治木中野球部

■二三「L　S一丁“SS鵜■i ��� �書 酷 もヽ高 

嚢　9 1 

八 ∴∴ � � 

身体障害者福祉強調月間（12月）に街

頭で啓発チラシを配布する身体障害者協

会のみなさん

［こんなもの
く。あんなもの
LLし、一／J

岩原シルバーボランティアのみなさんが

椋鳩十文学記念館と加害ホールの玄関前

に門松を飾ってくださいました

酢場精 華夢や一也農．J ���i攫童謡謹 

弓“ trT′“、 ∴● � 
鴎一・良言敬語・トー 

紫電 、′ ���宰纏園 

第16回鹿児島県書道展で県知事賞を受

賞した郡山佑花さん（錦江小6年）
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